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◆ラジオ番組 
 「Ｓ」（週刊諸口あきら） 
 １１月１８日（月）深夜０時～４時   放送分  
 
 
＊荒巻委員 
  パーソナリティーの諸口さんの語り口とリスナーの反応に耳を傾けながら「深夜ラ
ジオは心のパートナー」という言葉が思い浮かんだ。そのコンセプトはずっと大切に
してほしい。この番組が健在であるための条件は、何となく心が落ち着く「諸口節」
と親しみを覚えながら聴けるような「曲選び」だと思う。 
 
＊倉光委員 
  基本的な姿勢に温かさが感じられるのがこの番組の良さだと思う。諸口さんのおし
ゃべりも多少乱暴で上品さはあまり感じられないが、深夜に聴いていると思わず引き
込まれてしまうような魅力がある。今後もいたずらに修正をしないで、たとえほころ
びが出たとしても今の形を続けて行けば、非常に個性的な番組に仕上がるのではない
か。 
 
＊木下委員 
  流れてくる曲が５０年代、６０年代という、時代が大きく変るという予感があった
あの時代を彷彿とさせ、思わず聴き入ってしまった。諸口さんの語りも、やんちゃな
お兄ちゃんのようで親しみやすく、ある一定の層のリスナーは獲得できると思う。た
だ深夜帯のパーソナリティーは、男性の方が良いのか女性は向かないのか、それが私
にとっての宿題である。 
 
＊深井委員 
  ラジオはインパクトという点でテレビよりも新聞のような活字メディアに近いの
ではないかと思った。つまりそれだけやさしく、温かいということである。それは諸
口さんのしゃべりにも表れているが、ただ諸口流のあの切り口は、果たして女性に素
直に受け入れられているのかどうか。その辺も一考する必要があるのではないか。 
 



＊櫻井委員 
  最初は諸口さんの巻き舌でべらんめえ調のしゃべりの中に入りづらい部分もあっ
たが、視点のやさしさに魅力を感じた。諸口さん自身も肩の力を抜いているせいか、
4 時間という長時間をゆったりした気分で楽しむことができた。選曲も多岐に渡って
いるのは良いが、中高年以外の世代にも共感を呼ぶような、世代ごとの選曲といった
ものも考えてほしい。 
 
＊大村副委員長 
  諸口さんはサービス精神が旺盛なので、以前の「イブニングレーダー」のパーソナ
リティー時代は相手役がいたせいか色々と気を使う場面もあったが、この番組はワン
マンショーなので非常に伸び伸びしている。「ラジオ深夜便」とは一味違った「諸口ワ
ールド」を今後も堪能したいと思う。 
 
＊森委員長 
  最高の選曲だと思う。体系的なものもなくジャンルもバラバラだが、決してみずみ
ずしさを失っていない曲をよくあれだけ探してこられたものだと感心した。音楽もさ
ることながら、番組全体を聴き終えた時のしっとり感、ホノボノ感は何とも言えなか
った。今のデジタル社会の中で、ほっと一息つけるアナログ的なこの番組の今後に大
いに期待したい。 
 
◆「ＪＮＮ系列近畿・中四国合同番組審議会」の報告 
   １１月７日に山口市で開催された「ＪＮＮ系列近畿・中四国合同番組審議会」の
概要について、毎日放送番組審議会を代表して出席した森委員長と大村副委員長から
報告があった。 
 
 
 
 
 
 
 


